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筑紫野市公共施設 LED照明設備リース事業仕様書 

 

1. 事業名称 

筑紫野市公共施設 LED 照明設備リース事業 

 

2. 事業実施場所 

筑紫野市内 

 

3. 工事期間 

契約締結の翌日から令和 10 年３月 31 日まで 

 

4. リース期間 

令和 10 年４月 1 日から令和 20 年３月 31 日まで 

 

5. 対象基数 

別紙１のとおり 

 

6. 業務内容 

(1)  業務計画書の提出 

受注者は、業務の履行にあたっては、「８．提出書類一覧」に定める実施計画書を作成

のうえ、本市に提出し承認を得るものとする。 

 

(2)  LED 照明器具の仕様等 

①総則 

a  照明器具及び付属部品等は新品であること。また、均斉度を鑑みて、１対１以上

で交換すること。 

ｂ 日本国内メーカーの製品であって、ISO9001 及び ISO14001 の認証を取得した

工場等で製造した製品であること。 

ｃ 各種法令、規格、ガイドライン等に適合した製品又は同等以上と認められる製品

であること。 

d LED モジュールの定格寿命が 40,000 時間以上の製品であること。 

e 調光を採用する施設は汎用端末及びメーカー推奨の器具またはリモコンなどとス

イッチの双方で制御が可能なこと。また、通信障害を起こすことがないよう使用す

る周波数帯に配慮すること。 

ｆ 学校施設のおける教室、アリーナに関しては文科省が定める「学校衛生基準」に

則り、適正照度を担保すること。また、JIS 規格において、必要照度が定められて



2 

 

いる施設又は部屋については、必要以上の照度が確保できる器具を選定すること。 

JIS 規格に定めがない場合については、既設照明器具と同等以上の照度が確保でき

る器具とすること。ただし、既設照明器具について改善要望等があった場合は、別

途発注者と協議すること。 

ｇ 交換方式に関してはランプ交換を想定しているが、既存施設の状況や環境を考

慮し、事業者の提案により器具交換方式とすることを妨げるものではない。 

 

②各小中学校アリーナ照明について 

ａ 筑紫野市地域防災計画に基づく二次避難所としての使用を想定し、個別調光制

御（5～100％）機能を有し、９種以上の調光パターンをリモコンまたはタブレット

で登録・操作できる製品であること。 

ｂ 色温度は 5,000K 程度を確保できる製品であること。 

ｃ エネルギー消費効率が 180lm/W 以上の製品であること。 

d 既設オートリフタは撤去すること。 

e 照明器具には、ワイヤーで脱落防止措置を講ずること。 

f 照明器具には、必要に応じ防球ガードを取り付けること。 

g 避難所施設には、耐震クラスＳ２の性能を確保すること。 

h 夏季の一次的な高温及び事業完了後の長期使用を考慮し、使用温度６０℃に上昇

する場所にも使用ができる製品とすること。 

 

③直管ランプ 

ａ G13 口金直管型 LED ランプについては JLMA301「AC 直結 G13 口金直管 LED

光源・安全規格」に適合した製品とすること。 

ｂ 上記安全規格に定めのない寸法・規格の直結型ＬＥＤランプにおいても、Ｇ13

口金とし、安定器を切り離す直結工事を行ったうえでの管球交換方式とする。また、

電源内蔵型かつ給電方式は片側給電とする。 

ｃ ランプ交換の器具の安定器の撤去に関しては、残置とする。 

 

(3)  設置工事 

①受注者は、受注者の責任のもと、出来る限り筑紫野市内の電気工事業者等により設置

作業を施工するものとし、当該作業に必要な資格を有する者を選定すること。ただし、

工法に関する特許や市内の電気工事業者の人員体制等の事由により、これによるこ

とができない場合は、速やかに発注者と協議すること。 

 筑紫野市内に本社または支店があり、令和 8 年度筑紫野市建設工事入札参加資格者

名簿に【電気工事】として登録されている者を優先すること。 

 企画提案書に記載した各役割の業者においての辞退は原則認めない。 
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②工事着手前に現場調査、回路調査等を十分に行い、作業を実施するものとし、調査等

において仕様書との相違を発見した場合には、速やかに発注者に報告し、協議するこ

と。 

③受注者は、業務着手時、月末、納品時、その他発注者が必要と認めるときは、打合せ

協議を実施するものとする。また、受注者は、工事着手前に、発注者と施工日程、時

間及び仮設計画等について、綿密に打合せを行い、その協議内容を報告すること。 

④設置作業に使用する雑材は全て新品とする。 

⑤設置作業において発生する軽微な工事、補修等については、本契約の作業範囲として

実施すること。 

⑥停電等、運営上必要な機能を停止する場合は、事前に発注者と調整し、事故及び紛争

等を防止すること。 

⑦工事期間中、火災保険又はそれに代わる請負賠償責任保険等に加入し、証書の写しを

提出するものとする。 

⑧施工にあたり、施設運営への影響が最小限となるよう配慮するとともに、施設利用者

等の安全に配慮した施工管理とすること。 

⑨搬出入経路については、施設管理運営上の支障に留意し、発注者の承諾を得ること。 

⑩作業車及び運搬車等の車両の駐停車場所や、資材置場、荷捌き場、搬出物の仮置場等

の施設の敷地内における必要な場所については、事前に発注者の承諾を得ること。 

⑪既設照明器具撤去に伴い、天井改修等が必要な場合は、これを受注者の負担で行い、

現状復旧を行うこと。 

⑫発注者との協議により必要とされる箇所については、設計照度分布図を作成し、照明

の配置変更が必要な場合は、発注者と協議すること。 

⑬施工に伴い、各種備品等を移動する必要がある場合は、発注者と協議のうえ、原則受

注者がこれを行うこと。 

⑭作業中は、粉塵の飛散に十分留意し、適切な養生を行い、作業終了後は清掃を行うこ

と。 

⑮施工前後に照明回路の絶縁抵抗及び導通確認を行い、その結果を発注者に書面で提

出すること。 

⑯照明器具設置前後の照度計による測定を行い、その結果を発注者に書面で提出する

こと。 

⑰撤去した既存照明器具、安定器、ランプ等については、関係法令を遵守し、受注者で

処分すること。 

⑱PCB を含む安定器等があった場合は、取扱いについて発注者と協議すること。 

⑲アスベスト含有のおそれがある既設天井ボードに開口を設ける必要がある場合は、

アスベストを含有するものとみなし、関係法令に基づき必要な手続きを行ったうえ

適切な方法で作業を行うこと。 
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⑳本仕様書にない事項について、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事

標準仕様書（電気設備工事編）」最新版、「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工

事編）」最新版及び「公共施設設備工事標準図（電気設備工事編）」最新版に準拠する

ものとし、遵守すること。 

 

(4)  賃貸借業務 

①賃貸借業務の内容 

ａ LED 照明器具及び設置に必要な付属品一式 

ｂ LED 照明器具更新に係る作業費 

ｃ 既存器具等の処分費用 

ｄ 石綿調査費用（申請届出費用含む） 

ｅ 賃貸借金利 

ｆ 諸官庁届出検査費用 

ｇ 動産総合保険等の保険費用 

ｈ 維持管理費用（緊急修理、不点灯時の対応等） 

 

②賃貸借期間 

リース開始日より、10 年間（120 か月）の賃貸借を開始するものとし、全ての対象

施設の賃貸借を令和 10 年 4 月１日までには開始することとする。 

 

③維持管理業務 

照明器具の設置後から賃貸借期間終了までの間、LED 照明器具が正常な状態で使用

できるよう維持管理すること。 

ａ 設置後から賃貸借期間終了までの間、不点灯及び照度低下（設置後 40,000 時間

以内に設置後照度測定の平均照度の 70％未満）、原因不明の不具合等は、受注者の

責任及び費用負担において、原因の特定を行うこと。なお、本事業に起因するもの

と特定された場合は、受注者の責任及び費用負担において修理、交換等（以下「交

換等」という。）を行うこと。また、交換等の措置を講ずる場合は、施工について

発注者と十分に打合せを行うとともに、交換等が生じた旨（対応日、対応者、原因、

措置内容等）を発注者に報告すること。 

ｂ 受注者は照明器具の賃貸借期間開始から終了までの間、適切な動産総合保険に

加入し、器具に不具合が発生した場合は、速やかに交換等の措置を行うこと。なお、

照明器具の設置後から賃貸借期間開始までの間については、メーカー保証により、

交換等の措置を行うものとする。 

ｃ 受注者は、維持管理業務として LED 照明設備の修理、交換を行うときは、受注

者の責任のもと、出来る限り筑紫野市内の電気工事業者等により修理等の作業を
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施工するものとし、当該作業に必要な資格を有する者を選定すること。ただし、工

法に関する特許や市内の電気工事業者の人員体制等の事由により、これによるこ

とができない場合は、速やかに発注者と協議すること。 

筑紫野市内に本社または支店があり、令和 8 年度筑紫野市建設工事入札参加資格

者名簿に【電気工事】として登録されている者を優先すること。 

 企画提案書に記載した各役割の業者においての辞退は原則認めない。 

ｄ 受注者は、少なくとも平日の午前 9 時 00 分から午後５時 00 分までの間、本市

からの修繕依頼等の受付のための体制を構築するとともに、緊急連絡先、担当者名

等を記載した書面を発注者及び各施設に届け出るものとする。また、届出内容に変

更が生じた場合は、速やかに変更の内容を届け出るものとする。 

ｅ 発注者が照明器具の設置箇所を変更するときは、受注者の承諾を得たうえで、

発注者負担により物品の取り外し、設置及び調整をするものとする。この際、照

明器具の取り外し、設置及び調整に必要となる情報を発注者に提供すること。 

ｆ 設置箇所を変更した照明器具についても、賃貸借期間終了まで維持管理の対象

とすること。 

 

④検査 

ａ 取替工事の完了した施設は、速やかに「8．提出書類一覧」で定める完成図書を

提出し、検査を受けること。 

ｂ 足場（脚立足場を除く。）を使用して取替工事を行った箇所については、事前に

発注者に報告し、検査時期の協議を行うこと。 

ｃ 検査は発注者及び受注者双方の立会いのもと行うこと。 

ｄ 検査で是正指示があった箇所については、受注者の責任において賃貸借期間開

始日までにこれを是正し、是正報告（是正前後写真等）を発注者に行うこと。 

 

⑤賃貸借期間終了後の器具の取扱い 

賃貸借期間終了後の器具一式は、無償で発注者へ引き渡すものとする。 

 

7. その他特記事項 

(1)  受注者は、賃貸借期間開始日を待たずに、施工した照明器具の仮使用を認めること。 

(2)  本事業の履行にあたり、発注者が提供した全ての情報について、第三者に開示又は漏

洩しないこととし、そのための必要な措置を講ずるものとする。 

(3)  事業者が企画提案を行った項目やプレゼンテーション及びヒアリング内容について

は、本市と協議のうえ、必要に応じて契約締結時に仕様書に追加するものとする。 

(4)  本事業は、本仕様書に沿って実施するものとし、記載なき事項又は内容に疑義が生じ

たときは、その都度、発注者と協議をし、これを処理するものとする。 
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(5)  本事業の履行にあたっては、建築基準法、消防法、建設業法、労働安全衛生法、建設

工事に係る資材の再資源化等に関する法律および本事業に関係する法律並びにこれ

に基づく命令及び条例の規定で、政令で定めるものに準拠すること。 

(6)  賃借料の支払については、月払いとし、１ヶ月の期間終了後、事業者からの請求によ

り 30 日以内に支払うこととする。 

 

8. 提出書類一覧 

次に掲げる書類２部及びデータ一式を期日までに発注者に提出すること。 

期日 提出書類 内 容 備 考 

施
工
前 

実施計画書 

①業務実施方針  

②実施工程表  

③施工体系図  

④緊急時連絡体制  

施
工
後 

完成図書 

①照明器具配置図  

②照明器具設置前後の写真  

③官公署へ提出した届出、報告書  

④照明器具一覧・納品書  

⑤照度測定結果一覧 部屋毎に記載すること 

⑥絶縁抵抗・導通確認結果一覧  

⑦照明器具仕様書  

⑧産業廃棄物処理管理票  

⑨維持管理に係る緊急連絡先及び担当者  

 


